
（数ݚ）2026（Ω）ࠃ語ύンϑϨット　D198Y

ʮ現代の国語ʯ教科書୊材঺հ

ಡղྗとද現ྗをண࣮ʹཆ͏たΊの୊材がຬࡌʂ
ʲධ࿦ʳఆ൪୊ࡐの΄かɺ現୅的なςーϚの文章やɺ஫目͞Εる࡞Ոの文章をଟ数ऩ࿥ɻ
ʲ࣮用จʳ表現・構成を工夫したΓɺ情報をؔ࿈͚ͮたΓするྗを਎に͚ͭらΕる୊ࡐがॆ実ɻ
ʲൺ΂ಡΈ・補ॆ資料ʳͦΕͧΕのڭ科書のಛ長に合わせてݫબした୊ࡐでଟ༷な言語׆ಈがՄೳɻ

ˎ�【探究の扉】はɺ本ฤ୊ࡐと合わせ読Ήことでɺ理解がਂまる
文章をࡌܝした比ֱ読解用コーφーですɻ
ˎ�【ண؟】はɺ୹文で୯ݩの学शポイントを確ೝで͖るコーφー
ですɻ

ಡΉこと

作品名 作者名 字数 現代の国語 増補新版
現代の国語

高等学校
現代の国語

新編
現代の国語

͞͞やかな೔ৗ ฏ川ࠀ美 1,800 字 ○ ○
コミュニケーションೳྗとはԿか ಺田樹 2,600 字 ○ ○
ਫの౦੢� ఆ൪ 山崎正࿨ 1,600 字 ○ ○ ○ ○
നࢴ 森田ਅ生 2,100 字 ○ ○
「わらしべ長ऀ」のࡁܦ学 ֿҪް志 3,700 字 ○ ○ ○ ○
੓࣏的思考 ਿ田ರ 2,700 字 ○ ○ ○
ものとこと͹� ఆ൪ ླ木޹夫 3,400 字 ○ ○ ○
৺と「こと͹」 ീ木雄ೋ 3,900 字 ○
一人の中に͋る無ݶ 伊藤亜紗 3,600 字 ○ ○
未来ੈ୅΁のڴҖ 谷༸志ށ 4,200 字 ○ ○
【探究の扉】஍ٿのݶքとࡁܦ社会のػة （লന書ڥ؀） 1,300 字 ○ ○
࣌ؒと自由のؔ܎にͭいて� ఆ൪ ಺山અ 3,300 字 ○ ○ ○
࿘අを๦͛る社会 ᅳ分ޭ一郎 3,100 字 ○ ○
他ऀを理解するということ ࿯田清一 3,500 字 ○ ○ ○
ന 哉ݚݪ 3,000 字 ○ ○
෩が通ると͖ 田中ਅ知 1,700 字 ○ ○
【ண؟】私の中に͋る生命の歴史 中村桂子 1,200 字 ○
【ண؟】「େ人になる」ための৚݅ 石Ҫ༸ೋ郎 1,300 字 ○
࿦理的ということ 野矢茂樹 1,500 字 ○
コインはԁܗか� ఆ൪ 藤৴夫ࠤ 2,600 字 ○ ○
【ண؟】いまฏ࿨とは 最্හ樹 1,200 字 ○
私༗΁のཉ๬ ฏ川ࠀ美 3,400 字 ○
【ண؟】ୀ۶の൓ରはշָか ᅳ分ޭ一郎 1,200 字 ○
学ͼ࢝めるय़ 山本ޫو 1,600 字 ○
ཬ山෺語� ఆ൪ ೔高හོ 2,300 字 ○
目ࢦすੈքの஍ਤを࡞る ঘ史্ߵ 1,500 字 ○
一าでもಈく ੉谷ルミ子 2,900 字 ○
ੈؒ話はなͥするか 松Ҫ智子 2,900 字 ○
4/4にۮ然は͋るのか 谷༸志ށ 3,000 字 ○
「ࠩ」という情報 藤雅彦ࠤ 2,800 字 ○
「異文化を理解する」とは 松村圭一郎 2,200 字 ○
会話というӦみ 三木那由他 3,200 字 ○
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教授資料・周辺教材  p.58 ～ 63

豊富な資料と付属データで授業をサポートします。教科書と併用することで学習効率をアップ
させる周辺教材も多数ご用意しています。

QRコンテンツ  p.6 ～ 7

教科書紙面のQRコードからデジタルコンテンツがご利用いただけます。

デジタル教科書  p.66 ～ 71

授業の幅が広がるデジタル教科書も各種ご用意しています。

書くこと

作品名 作者名 字数 現代の国語 増補新版
現代の国語

高等学校
現代の国語

新編
現代の国語

倫理と道徳 品川哲彦 1,900 字 ○
「わたし」の輪郭 松村圭一郎 3,400 字 ○ ○
「異文化を理解する」とは 松村圭一郎 2,200 字 ○
ポスト・プライバシー 阪本俊生 2,900 字 ○ ○ ○
無意識を滋養する術 ドミニク・チェン 2,800 字 ○ ○
【参考】夢十夜（第一夜）� 小説 夏目漱石 1,800 字 ○ ○
『羅生門』の最後の一文 半沢幹一 1,800 字 ○ ○ ○
【参考】羅生門� 小説 芥川龍之介 5,800 字 ○ ○ ○
感情暴走社会の由来 山極寿一 2,000 字 ○ ○
命は誰のものなのか 柳澤桂子 2,000 字 ○ ○ ○
事実なのか考えなのか 野矢茂樹 2,600 字 ○ ○
「歴史を学ぶ」ということ 成田龍一 3,200 字 ○ ○
科学と非科学 中屋敷均 2,200 字 ○ ○
無痛化する社会のゆくえ 森岡正博 2,700 字 ○ ○
絵を前に思いをめぐらす 椹木野衣 1,800 字 ○ ○
実用的な文章と芸術的な文章 谷崎潤一郎 3,700 字 ○
【参考】城の崎にて� 小説 志賀直哉 5,600 字 ○
人と自然の共生とはどういうことか 河合雅雄 2,800 字 ○
［実用文］複数の資料を読み比べて考えをまとめる ○ ○ ○
［実用文］資料を分析して考えをまとめる ○ ○ ○
［実用文］目的に合わせて表現を工夫する ○ ○ ○
［実用文］文章の構成を工夫して提案する ○ ○
［実用文］根拠の妥当性を説明する ○ ○
［実用文］広告コピーを書く／カンガルーが待ってる（青山美智子）� 小説 ○
［実用文］新聞記事の構成・表現の工夫をとらえる ○
［実用文］適切な書式で通知する ○
［実用文］必要な情報を整理して書く ○

話すこと・聞くこと

作品名 作者名 字数 現代の国語 増補新版
現代の国語

高等学校
現代の国語

新編
現代の国語

【探究の扉】「倫理一般」は存在しない 伊藤亜紗 1,900 字 ○
【探究の扉】未来をはじめる　　　　　　�宇野重規・中学生・高校生� 2,200 字 ○ ○ ○
会話という現象 三木那由他 4,400 字 ○ ○
【探究の扉】スライダーズ・ミックス� 小説 宮下奈都 5,500 字 ○ ○
【探究の扉】私の仕事 長濱ねる 1,000 字 ○
【探究の扉】非言語コミュニケーション 末田清子 1,200 字 ○
立場や考えを明確にして話し合う―夢十夜（第一夜）（夏目漱石）� 小説 ○
［実用文］コミュニケーションの手段を考える ○ ○ ○
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